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問　財政室　☎７９２－９２０５平成２６年度 魚沼 市の歳入と歳出

　市税（市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・入湯税）
は、４０億２，８３３万円（対前年度比３，１５４万円増）で
歳入全体の１４．１％となっています。また、市の財政力に応
じて国から交付される地方交付税は、１２８億７，１０８万円

（同３億７，２２６万円減）で歳入全体の４５．２％を占めてい
ます。
　次いで、市の借入金である市債が２５億５，５３０万円（同
５億８，４３０万円減）で９．０％、前年度からの繰越金が
１９億１，７２４万円（同３億６，９８７万円増）で６．７％、
国からの補助金である国庫支出金が１８億５，９５５万円（同
２億９，６８６万円減）で６．５％となっています。
　市税や使用料など市が独自に収入できるお金（自主財源）
は歳入全体の３０．９％で、地方交付税、国・県からの補助金、
建設事業を実施するために借り入れる市債など、ほかから入っ
てくるお金（依存財源）は同じく６９．１％となっています。

ｗ

　「決算」とは、皆さん が納めた税金や地方交
付税、国や県からの支出 金などの収入がどのく
らいで、そのお金がどの ように使われたのかを
表したものです。平成２６ 年度の市の決算が、９
月議会で認定されました ので、その内容をお知
らせします。

　子ども・高齢者・障害のある人などへの福祉のための経費であ
る民生費が、６１億９，０２９万円（対前年度比７億８，８４５万
円増）で歳出全体の２３．７％と最も多くを占めました。
　 次 い で、 道 路 等 の 整 備 の た め の 経 費 で あ る 土 木 費
が、４４ 億 ５，８８９ 万 円（ 同 ４ 億 ５，７４９ 万 円 増 ） で
１７．１％を占めています。以下、市債の償還金等の公債費が
３４億８，２５２万円（同８，３７２万円減）で１３．３％、教育費
が２８億２，７０８万円（同１億７，１９６万円増）で１０．８％、
となっています。
　前年度との比較では、平成２５年度に消防庁舎建設事業によ
り増額となっていた消防費が１２億２，７６５万円の大幅な減額と
なっているほか、工業団地造成事業特別会計への貸付をしたこ
とにより増額となっていた商工費が１０億９，４５９万円の減額と
なっています。一方、魚沼地区障害福祉組合への貸付や臨時福
祉給付金事業などにより、民生費は大幅な増額となっています。

自主財源は３０.９％　８８億２３３万円

（一般会計）

歳入

２８４億
６，６２９万円

前年比３．８％減

1５億３，５７２万円　前年度より減額

（一般会計）

歳出

２６１億
３，６９５万円

前年比５．５％減

■
金
融
対
策
事
業

3 億 5,578 万円
市内中小企業者への金融支援
を行いました。

■
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業

4 億 1,392 万円
年次計画に基づいて小・中学
校の大規模改修を行いました。

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業

８億 266 万円
国の制度に基づき、障害のある人
にサービス等給付を行いました。

それ以外の主要事業（一般会計のみ）

■市道整備事業　　　　　　　　    2 億 5,139 万円
■学校給食調理場再編・整備事業　2 億 2,069 万円
■斎場建設事業　　　　　　　　　2 億    925 万円
■中山間地域等直接支払交付金事業　1 億 8,244 万円
■地籍調査事業　　　　　 　　　    1 億 3,800 万円

自主財源
　30.9％

依存財源
　69.1％

地方交付税　45.2％
128 億 7,108 万円

市債　9.0％
25 億 5,530 万円

市税　14.1％
40 億 2,833 万円

繰越金　6.7％
19 億 1,724 万円

繰入金　3.5％
10 億       92 万円

諸収入　3.5％
10 億     169 万円

使用料及び手数料 1.7％　 4 億 7,237 万円
分担金及び負担金 0.9％　2 億 5,788 万円
その他 0.5％　1 億 2,390 万円

国庫支出金 6.5％
18 億 5,955 万円

県支出金  5.7％
16 億   703 万円

地方譲与税等 2.7％
7 億 7,100 万円

※１
商工費 3.9％　10 億 1,725 万円
消防費 3.3％    8 億 6,992 万円
災害復旧費 1.1％　2 億 9,016 万円
議会費 0.7％    1 億 8,167 万円
労働費 0.3％　 　  7,662 万円

平 成 ２ ６ 年 度 　 主 要 事 業

民生費　23.7％
61 億 9,029 万円

土木費　17.1％
44 億 5,889 万円

公債費　13.3％
34 億 8,252 万円

教育費　10.8％
28 億 2,708 万円

総務費　7.9％
20 億 6,499 万円

諸支出金　4.2％
11 億     327 万円

※１

衛生費　9.3％
24 億 1,646 万円

歳出 Check 歳入 Check

　歳入と歳出の差引額は 23 億 2,934 万円となり
ました。この内、2億3,837 万円は繰越事業費と共
に翌年度に繰り越しされ、 20 億 9,097 万円は実質
収支額として翌年度の歳 入に繰り入れしました。

２７
年
度
へ
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■
井
口
小
学
校
建
設
事
業 3 億 3,452 万円

井口小学校の建設工事等を進
めました。

農林水産業費 4.4％
11 億 5,783 万円
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費　目 内　　容 金　額
民生費 　安定した社会生活を保障するための経費 160,271 円
土木費 　道路橋りょう、河川、水路、公園、市営住宅などに要する経費 115,443 円
公債費 　市が借り入れた地方債の元利償還金額   90,165 円
教育費 　学校、幼稚園などの施設整備や教育内容の充実に要する経費  73,195 円
衛生費 　健康で衛生的な生活環境を保持するための経費　  62,564 円
総務費 　管理事務、戸籍、徴税、選挙、人事、広報発行に要する経費  53,464 円

農林水産業費 　農業委員会、農業振興、土地改良事業などに要する経費   29,977 円
諸支出金 　基金への積立などに要する経費　  28,564 円

商工費 　商工業、観光の振興に要する経費  26,337 円
消防費 　消防、救急業務や防災に要する経費   22,523 円
その他 　労働関係経費、議会活動、災害復旧などに要する経費 14,199 円

計 676,702 円

使われました。

（平成 27 年 3 月 31 日現在の人口 38,624 人で一人あたりに換算）

676,702 円
平成２６年度は、

市 民一人あたり、

いくら使われたのでしょうか？会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険特別会計
事業勘定 41 億 4,210 万円 39 億 1,020 万円 2 億 3,190 万円

直営診療所施設勘定 1 億 6,775 万円 1 億 6,754 万円 21 万円
後期高齢者医療特別会計 7 億 5,482 万円 7 億 4,998 万円 484 万円
介護保険特別会計 43 億 5,288 万円 42 億 3,440 万円 1 億 1,848 万円
診療所特別会計 5,499 万円 5,476 万円 23 万円
工業団地造成事業特別会計 130 万円 62 万円 68 万円

合　計 94 億 7,384 万円 91 億 1,750 万円 3 億 5,634 万円

特別会計 特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して別に処理するための会計です。

会　計 26 年度借入額 26 年度元利償還金 26 年度末残高
一　般　会　計 25 億 7,530 万円 35 億　252 万円 301 億    571 万円

企　業　会　計

病院事業 10 億    150 万円 4,019 万円 16 億 4,814 万円
ガス事業 0 円 7,366 万円 4 億 9,716 万円
水道事業 4 億 7,970 万円 2 億 5,060 万円 31 億 3,854 万円
下水道事業 2 億 1,980 万円 18 億 6,029 万円 145 億 7,542 万円

合　計 42 億 7,630 万円 57 億 2,726 万円 499 億 6,497 万円

市が道路や各種施設の整備などで多額の費用を必要とする場合、費用の一部を国などから借り入れて
事業を実施します。この借入金のことを市債といいます。

※地方財政状況調査及び地方公営企業決算状況調査より作成

市債

会　計　名 収　益 費　用 利益（損失）
病院事業会計 7 億 4,937 万円 8 億 4,296 万円 ▲ 9,359 万円
ガス事業会計 11 億 6,746 万円 11 億 5,291 万円 1,455 万円
水道事業会計 7 億 9,770 万円 7 億 8,008 万円 1,762 万円
下水道事業会計 26 億 4,980 万円 24 億 6,108 万円 1 億 8,872 万円

合　計 53 億 6,433 万円 52 億 3,703 万円 １億 2,730 万円

株式会社等の民間企業と同じ会計方式を採用し、市が特定の事業を直接経営する会計です。企業会計

※各事業会計の損益計算書数値より作成

平成 2 ６年度決算書・決算資料は、各市民センター・北部振興事務所、市内図書館（室）、市役所ホームページでも
ご覧になれます。

魚沼市 早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準 概　　　要

25 年度 26 年度

実質赤字
比　　率 － － 12.64 20.0

財政運営の深刻度を示します
　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の普通会計の赤字の程度を
指標化したもの（魚沼市の普通会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

連結実質
赤字比率 － － 17.64 30.0

市全体の財政運営の深刻度を示します
　市の全会計の赤字や黒字を合算（連結）し、地方公共団体としての赤字の程
度を指標化したもの（魚沼市の全会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

実質公債費
比　　率 10.7 9.9 25.0 35.0 資金繰りの危険度を示します

　借入金の返済額（公債費）と、これに準ずる額の大きさを指標化したもの

将来負担
比　　率 36.1 23.8 350.0

将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します
　一般会計の借入金（地方債）や将来的に支払う可能性のある負担等について、
現時点での残高の程度を指標化したもの

資金不足
比　　率 － －

経営健全化基準 経営状況の深刻度を示します
　公営企業の資金不足（赤字）を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標
化したもの（魚沼市の公営企業会計に資金不足は生じていないため該当しません。）20.0

　魚沼市は、いずれの指標も基準を下回りました。今後も、債務の縮減を図り、持続可能な財政運営に努めていかなけれ
ばなりません。

※表中の「－」は、赤字額・不足額のない
ことを表しています。

　自治体が財政の健全化を判断するための指標（実質公債費比率など４指標）と公営企業ごとの経営状況を明らかにす
る指標（資金不足比率）の公表が、法律により義務付けられています。また、平成２０年度決算からは、これらの各指
標が一定基準以上になった場合、財政の早期健全化や再生を図るための計画の作成なども必要になりました。

基金名 26 年度末現在高 対前年度増減額
財政調整基金 44 億 1,793 万円 1,446 万円

減債基金 70 万円 0 円
地域振興基金 43 億　221 万円 0 円

公共施設整備等基金 15 億　428 万円 38 万円
その他特定目的基金 12 億 7,179 万円 3 億 7,904 万円

奨学基金 6 億 1,200 万円 0 円
医師等修学基金 1 億    　　　円 0 円

国民健康保険
　給付等準備基金 1 億 3,899 万円 3 万円

介護保険
　給付等準備基金 1 億         1 万円 ▲ 597 万円

条例で定めた目的に使用するために積み
立てたお金です。金基

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成 26 年平成 25 年平成 24 年平成 23 年平成 22 年

（百万円）

（年度末）

Check市債残高推移

市債残高は平成２５年度末より６億２，５００万円
減少しました。
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算に基づく指標と比率を公表します決 平成２６年度

昨年に比べ 27,850 円の減額となりました。
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　平成２８年１月からマイナンバー制度等が始まり、事業者の皆さんがこれ
まで行ってきた税や社会保障の手続きにおける各種提出書類に、従業員や
その扶養親族の個人番号（マイナンバー）や法人番号を記載することになり
ます。事業者の皆さんは、これらの制度への対応を進める必要があります。
　また、従業員の皆さんは税や社会保障の決められた書類に個人番号（マ
イナンバー）を記載することは法律で定められた義務ですので、提供や記載
をお願いします。

◦
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
電
子

申
告
で
確
定
申
告
を
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
現
在
お
持
ち
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

か
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
に

交
換
し
て
、
電
子
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◦
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー

ド
は
両
方
所
持
で
き
な
い
た
め
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
申
請
す
る
際
に
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
返
却
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
交
換
し
た
場
合
、
お

持
ち
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
対
応
す
る

か
ど
う
か
が
現
在
確
認
で
き
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
た
め
、
確
定
申
告
を
個
人
番
号

カ
ー
ド
で
電
子
申
告
す
る
こ
と
を
お
考
え
の

人
は
、
今
回
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
申
告
し
、
電
子
申
告
を
完
了
後
に
個

人
番
号
カ
ー
ド
へ
の
申
請
を
さ
れ
た
方
が
よ

り
確
実
で
す
。

※
現
在
各
メ
ー
カ
ー
に
て
動
作
検
証
を
し
て

お
り
、

１２
月
頃
に
「
公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
等
で
利
用
可
能
な
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

シリーズ：マイナンバー③
問  税の申告・届出について  　　　　　　税務課　☎７９２－９７５１
　  番号通知・個人番号カードについて　  市民課　☎７９２－１１１２ 　
　　※マイナンバー全般に関すること【全国共通ナビダイヤル】　☎ 0570 － 20 － 0178

進んでますか対応マイナンバー制度等 への

　

事
業
者
が
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

や
法
人
番
号
を
記
載
す
る
主
な
提
出
書
類
の

例
で
す
。
書
類
に
よ
り
記
載
開
始
の
時
期
が

異
な
り
ま
す
。

 

提
出
書
類

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
や

法
人
番
号
記
載
の
開
始
時
期

支
払
報
告
書

平
成

２８
年
分
の
支
払
報
告
書

か
ら

法
定
調
書

平
成

２８
年
１
月
１
日
以
降
の

金
銭
等
の
支
払
に
係
る
法
定

調
書
か
ら

所
得
税

個
人
住
民
税

個
人
事
業
税

平
成

２８
年
１
月
１
日
の
属
す

る
年
分
以
降
の
申
告
書
か
ら

法
人
税

法
人
住
民
税

法
人
事
業
税

平
成

２８
年
１
月
１
日
以
降
に

開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る

申
告
書
か
ら

税
に
係
る
そ

の
他
申
請
書
・

届
出
書

平
成

２８
年
１
月
１
日
以
降
に

提
出
す
べ
き
申
請
書
等
か
ら

（
申
請
書
等
に
よ
り
時
期
は

異
な
り
ま
す
）

雇
用
保
険
被

保
険
者
資
格

取
得
（
喪
失
）

届
等

平
成

２８
年
１
月
１
日
以
降
の

提
出
分
か
ら

健
康
保
険

厚
生
年
金
保

険
被
保
険
者

資
格
取
得
（
喪

失
）
届
等

平
成

２９
年
１
月
１
日
以
降
の

提
出
分
か
ら
（
た
だ
し
、
事

業
所
の
新
規
適
用
届
等
は
平

成
２８
年
１
月
１
日
以
降
の
提

出
分
か
ら
）

　

必
要
な
手
続
き

  　
　

事
務
等
の
確
認
事
項

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

や
法
人
番
号
に
関
係
す
る
事

務
を
確
認

番
号
を
記
載
す
る
書
類
や
事
務
を
確
認
し
、
そ

の
書
類
を
誰
が
取
り
扱
う
の
か
を
決
め
ま
し
ょ

う
。

対
象
者
と
収
集
・
確
認
方
法

を
決
定

把
握
し
た
事
務
を
も
と
に
、
番
号
を
収
集
す
る

対
象
者
と
、
そ
の
方
法
、
番
号
と
本
人
確
認
を

ど
う
行
う
か
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

社
内
規
定
を
定
め
、
研
修
等

を
実
施

番
号
の
取
扱
ル
ー
ル
や
安
全
管
理
措
置
を
含
め
た

社
内
規
定
を
定
め
、
社
内
全
体
で
共
有
す
る
た
め

に
研
修
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
か
ら
番
号
を
収
集
・

保
管

従
業
員
や
取
引
先
に
対
し
て
、
番
号
の
提
出
を

依
頼
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
番
号
の
提
示
を
受

け
る
際
は
、
利
用
目
的
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
対
象
者
の
個
人
番
号
と
身
元
を

確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
。

※
収
集
し
た
情
報
は
、
安
全
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

番
号
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出

税
や
社
会
保
障
で
番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
る

書
類
に
は
、
番
号
を
記
載
し
て
提
出
し
ま
す
。

な
お
、
平
成

２８
年
２
～
３
月
の
確
定
申
告
で
は

番
号
の
記
載
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
く
な
っ
た
番
号
は
破
棄

法
定
保
存
期
間
を
過
ぎ
た
情
報
は
、
復
元
で
き

な
い
状
態
に
し
て
確
実
に
破
棄
し
ま
し
ょ
う
。

事前準備番号収集・保管

■事業者の事務の流れ■

提出・破棄
平成２８年１月～

電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　

の
皆
さ
ま
へ
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平
成

２８
年
１
月
以
降
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
に
は
次
の
二
つ
の
方

法
が
あ
り
、
受
け
取
り
方
法
も
異
な
り
ま

す
。
な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
は
、
任
意
と
な
り
ま
す
。

①
市
民
課
及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
、
北

部
振
興
事
務
所
で
申
請
す
る
方
法

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
直
接
本
人
宛
て

に
本
人
限
定
郵
便
等
で
郵
送
し
ま
す
。

②
交
付
申
請
書
を
直
接
郵
送
す
る
、
ま
た

は
、
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
す

る
方
法

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
小
出
庁
舎
市
民

課
の
窓
口
で
本
人
に
交
付
し
ま
す
。（
各

市
民
セ
ン
タ
ー
等
や
北
部
振
興
事
務
所
で

受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。）

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
初
回
交
付
手
数
料

は
無
料
で
す
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
に
必
要

な
添
付
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
通
知
カ
ー

ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

個人番号カード交付申請のお知らせ

点線で囲まれた部分が個人番号
カードの交付申請書になります。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
は
、

１０
月
中
旬
以
降
に
郵
送
さ
れ

る
通
知
カ
ー
ド
と
一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
を
す
る
人
は
、
交
付
申
請
書
を
通
知
カ
ー
ド
か
ら
切
り
離
し
て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
知
カ
ー
ド
は
、

１１
月
中
に
各
世
帯
に
郵
送
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
魚
沼
市
役
所
市
民
課
（
☎

７
９
２・１
１
１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

（おもて） （うら）
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新
庁
舎
の
基
本
理
念

　

基
本
構
想
で
は
、
新
た
な
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
、
次
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
安
心
を
支
え
、
市
民
が
集
う
、
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
」

◦
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
庁
舎

◦
市
民
の
安
全
安
心
を
支
え
る
庁
舎

◦
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
庁
舎

◦
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

新
庁
舎
の
建
設
候
補
地

　

基
本
計
画
（
案
）
で
は
、
新
庁
舎
の
建
設

候
補
地
に
つ
い
て
、
次
の
抽
出
条
件
を
基
本

に
し
て
９
頁
地
図
の
①
か
ら
③
の
３
か
所
の

候
補
地
を
選
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
議

会
庁
舎
再
編
整
備
特
別
委
員
会
か
ら
④
及
び

⑤
の
２
か
所
に
つ
い
て
追
加
要
請
を
受
け
、

合
計
５
か
所
を
建
設
候
補
地
と
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

◦
基
本
構
想
で
示
し
た
、
小
出
市
街
地
周
辺

エ
リ
ア
内
で
あ
る
こ
と
。

◦
敷
地
面
積
に
つ
い
て
、
約
２
万
㎡
取
れ
る

敷
地
で
あ
る
こ
と
。

◦
主
要
な
幹
線
道
路
と
至
近
に
位
置
し
て
お

り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
。　

庁
舎
の
機
能

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
庁
舎

　

来
庁
者
が
速
や
か
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
便
利
で
わ
か
り
や
す
い

窓
口
や
案
内
表
示
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
様
々
な
手
続
き
を
１
か
所

の
窓
口
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
理
念
を
採
用
し
ま
す
。

○
市
民
の
安
全
安
心
を
支
え
る
庁
舎

　

様
々
な
自
然
災
害
や
危
機
事
象
に
対
し

て
、
高
い
耐
震
性
、
安
全
性
を
備
え
、
防
災

拠
点
と
し
て
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
庁
舎
と
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
庁
舎

　

住
民
自
治
の
拠
点
と
な
る
市
民
に
親
し
ま

れ
る
庁
舎
と
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
場
、
交

流
の
場
を
整
備
し
ま
す
。

○
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
及
び
長
寿
命
化

を
重
視
し
た
仕
様
、
構
造
と
し
、
環
境
負
荷

の
低
減
や
環
境
に
配
慮
し
た
機
能
を
整
備
し

ま
す
。

基
本
計
画
（
案
）
に
よ
る
新
庁
舎
の
概
要

　

基
本
計
画
（
案
）
で
は
、
新
庁
舎
へ
の
職

員
配
置
数
を
見
直
し
、
施
設
規
模
や
概
算
事

業
費
を
想
定
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
想
定
事
業
費
等
に
は
、
用

地
取
得
費
、
備
品
購
入
費
、
移
転
引
越
費
等

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
具
体
的
な
建

設
位
置
、
必
要
な
面
積
、
規
模
等
を
今
後
も

検
討
し
、
事
業
費
を
確
定
し
て
い
く
も
の
と

し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
に
か
か
る
財
源
は
、
本
市
は

合
併
し
た
市
な
の
で
、
今
な
ら
合
併
特
例
債

を
活
用
し
３
割
程
度
の
負
担
で
新
庁
舎
を
建

設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
合
併

特
例
債
が
活
用
で
き
る
の
は
平
成
３１
年
度
ま

で
で
す
の
で
、
今
回
の
機
会
を
逃
す
と
、
将

来
の
建
設
時
に
は
全
額
を
市
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
合
併
特

例
債
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の

活
用
期
限
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末
ま
で
の
新

庁
舎
竣
工
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（
９
頁

参
照
）
ま
た
、
今
後
予
定
し
て
い
る
基
本
設

計
段
階
に
お
い
て
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
機

会
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　企画政策課　☎７９２－１４２５

魚沼市庁舎再編基本計画（案）について

　市では、平成２７年６月に「魚沼市庁舎再編基本構想」を策定しました。
更に詳細な計画とするため、基本構想で掲げている基本理念や基本方針に
基づき、建設位置、機能、規模や建設計画等について具体的な検討を行い
ました。今後の設計に向けた条件を整理し、取りまとめた「魚沼市庁舎再
編基本計画（案）」を策定しましたので概要等をお知らせします。

想定延床面積 10,000㎡以内
想定敷地面積 20,000㎡（駐車場、広場等を含む）

想定職員数 300 人
想定事業費 47 億 2,000 万円

【47 億 2,000 万円の内訳】

◦市負担額　18 億 9,500 万円
( 新庁舎整備として 10 億 1,100 万円の積立

金があります。)

◦国負担額　28 億 2,500 万円

耐震性能 免震構造等を想定

項　　目 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

基本構想      ●

基本計画

設　　計

各種調査

建設工事

外構工事

開　　庁 ●

■庁舎建設スケジュール

業者選定・基本設計・実施設計

地質等調査

基本計画

造成・建設工事

外構工事

市
民
説
明
会
報
告

　

９
月

１７
日
か
ら

１０
月
７
日
に
か
け
て
、
市

内
６
か
所
（
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
・
広

神
・
守
門
・
入
広
瀬
の
各
会
場
）
で
魚
沼
市

庁
舎
再
編
基
本
計
画
（
案
）
の
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。延
べ
１
９
４
人
の
参
加
が
あ
り
、

貴
重
な
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・候補地エリア外の広神庁舎が選定された理由は。
・本庁舎でワンストップサービスを行ったとしても、各地に窓口は必要。
・近年は、想定外の災害等が起きている。様々な災害に備えた防災機能を。
・国から補われる財源も税金である。倹約できるよう考えていくべき。
・一本化した場合の空き庁舎の活用方法は。
・長岡を参考に市民の集まる施設にしてもらいたい。
・庁舎はつくらずに頑張ってもらいたい。土地を買ってまでつくるのは反対。
・参加者が少なく残念である。もう少し参加者が多くなる方法を検討すべき。
・庁舎を建設するだけでなく、魚沼市にお金が落ちる、住みたいと思えるような施策が重要。

寄せられた質問・意見 ( 一部抜粋 )

※質問・意見等の詳細は魚沼市ホームページ及び各市民センター窓口で閲覧できます。

建設候補地一覧

Ｒ２５２

関越高速道

Ｒ３５２Ｒ１７

ＪＲ只見線

ＪＲ上越線

⑤広神庁舎及び　　
　その周辺

①井口小学校及び
　その周辺

③アルプス電気㈱
　小出工場

②北部公民館に隣接する
　市有地及びその周辺

④小出郷福祉センター
　及びその周辺



問　

北
部
振
興
事
務
所　

　
　
　

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

　
「
自
分
の
住
む
地
域
の
ど
こ
が
好
き
で
す

か
？
」

　

突
然
こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
た
ら
、
皆
さ
ん

は
何
と
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
横
根

の
夏
ま
つ
り
に
首
都
大
学
東
京
の
学
生
さ
ん

が
参
加
し
て
、
昨
年
度
制
作
し
た
Ａ
Ｒ
ア
プ

リ
（
※
）
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
動

画
撮
影
を
試
み
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、「
横
根
の
好
き
な
と
こ
ろ
」

を
紙
に
書
い
て
も
ら
い
、
読
み
上
げ
た
と
こ

ろ
を
動
画
に
収
め
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

横
根
の
夏
祭
り
は
お
盆
の
時
期
と
あ
っ
て
、

帰
省
し
て
き
た
人
も
多
く
参
加
し
ま
す
。

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

　地域の経済を支える担い手として重要な役割を果た
している地域の商店。今号は、それらの商店が地域に
貢献するため、商工会と連携しながら実施している活
動の一部を紹介します。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
等
借
金
で
お
悩
み

の
人
を
対
象
に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
法
律
の
専
門
家
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
解
決
す
る
方
法
が
見
つ
か
る
は

ず
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■９月の相談件数
　　　　…１４１件
　・電話　　６５件
　・来庁　　２９件
　・その他　４７件
{

市報うおぬま　2015.11.10 　 10

No. ６

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
122

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
63

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

　

健康　うおぬま

※基礎疾患（慢性肺疾患、免疫不全状態、慢性心疾患、
糖尿病、腎臓病等）のある人や妊婦は重症化する場合も
あるので、特に注意が必要です。

　魚沼市では、昨年度１１月下旬からインフルエンザ
が流行し、1 月にピークとなりました。今年度もイン
フルエンザの流行が予測されます。予防のため、次の
ことに注意しましょう。
◦外出が必要な場合には、人ごみを避け、マスクを正
しく着用し、外出後は手洗いを徹底する。
◦発熱、咳などのインフルエンザが疑われる症状のあ
る人は、咳エチケットを守り、マスクをつけて行動する。
◦バランスのとれた食事と十分な睡眠で基礎体力をつ
ける。
◦室内では適度な湿度（５０～６０％）を保つようにす
る。

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

№
76

日　

１１
月

２９
日
㈰

１０
時
～

１６
時　
　
　
　
　
　
　

場　

小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

相　

弁
護
士
、
司
法
書
士

￥　

相
談
無
料

定　

先
着
５
名

〆　

１１
月

２６
日
㈭

他　

相
談
時
間
は
１
人
概
ね
１
時
間

※
１
時
間
の
中
で
、
じ
っ
く
り
対
応
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

申　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

取
組 うおぬまチャンスマップセール

　市内の６商工会が中心となり、市内全域の事業者が
協力して企画したセールイベントです。このセールは、
魚沼市内の商店が元気になるよう、３店舗以上のお店
で３，０００円の買い物をした人が抽選できるよう工
夫しました。抽選本数は１３，８５９本でした。

１

取
組 昭和のうおぬま展

　空き店舗を利用した “ よってげ亭 ”（堀之内）では、
まちなかに人を呼び込み、人との交流を促す活動をし
ています。今年は市内各地から昭和時代の写真を集め
て展示し、来場者は懐かしい写真を見入っていました。

２

取
組 プレミアム商品券

　７月に販売したプレミアム商品券の有効期限は平成２８
年１月１１日までです。この機会に地域のお店での買い物
やサービスを利用し、地元での購買率を高めましょう。

３

魅力ある市内の商店でお買いもの

ず
っ
と
横
根
に
住
む
人
、
横
根
か
ら
離
れ
た

け
ど
故
郷
を
想
っ
て
い
る
人
、
多
く
の
人
か

ら
「
横
根
の
好
き
な
と
こ
ろ
」
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
「
田
ん
ぼ
」

だ
っ
た
り
、「
静
か
な
と
こ
ろ
」
だ
っ
た
り
、

「
人
」
だ
っ
た
り
…
。
恥
ず
か
し
が
っ
て
撮

影
を
拒
む
人
も
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は

私
と
一
緒
に
映
っ
て
大
き
な
声
で
好
き
な
と

こ
ろ
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
住
む
地
域
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
挙

げ
る
こ
と
は
、
普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
な

い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
一
度
考
え
て
み
る

と
、「
あ
ぁ
、
私
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き

だ
か
ら
こ
こ
に
居
る
の
だ
な
」
と
い
う
気
持

ち
が
芽
生
え
、
何
だ
か
楽
し
く
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。（
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
）

　

ち
な
み
に
、
私
の
横
根
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
「
笑
顔
」
で
す
。
悩
み
事
が
あ
っ
て
も
、

横
根
に
住
む
人
々
の
優
し
い
笑
顔
を
見
て
い

る
と
、
自
分
の
悩
み
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い

や
と
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
り
ま
す
。

　

笑
顔
は
元
気
の
特
効
薬
。
こ
れ
か
ら
も
、

特
効
薬
を
い
た
だ
き
に
、
横
根
を
騒
い
で
回

り
ま
す
。

※
Ａ
Ｒ
ア
プ
リ･･･

現
実
環
境
へ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
、
情
報
を
付
加
提
示
す
る
ソ
フ
ト

次
は
大
白
川
地
区
担
当
の
井
上
円
花
隊
員
で
す
。

横根の笑顔が元気の源

横根地区担当　大野久美子隊員

　

平
成

２７
年
９
月

３０
日
付
け
で
退
任
さ

れ
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成

２７
年

１０
月
１
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人権擁護委員が交代しました

多田敏幸さん
（守門地域）

浅井ユリエさん
（入広瀬地域）

お疲れ様でした

桜井鉄夫さん
（守門地域）

佐藤英里さん
（入広瀬地域）

よろしくお願いします

相
談
が
解
決
へ
の
第
一
歩
！

借
金
返
済
無
料
相
談
会

　６５歳以上の人（一部６０歳以上）はインフルエン
ザ予防接種費用の一部を市が負担するため、自己負担
金１，６２０円（消費税込み）で予防接種を受けること
ができます。
　くわしくは健康増進室にお問い合わせください。

予防接種の助成制度あります

の流行にご注意をインフルエンザ

インフルエンザにかかったと

思われる場合は、早めに医療

機関を受診しましょう！

 市報うおぬま11
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　新日本プロレス魚沼大会のプロモーション活動とし

て、後藤洋
ひ ろ お き

央紀選手が入広瀬小学校を訪れました。 

間近で見る大きなプロレス選手に、子どもたちは興味

津々。後藤選手の講演会や腕相撲大会が行われ、会場

は「負けるなー、がんばれー。」と歓声に包まれました。

プロレスラーとがっぷり「よつ」
ー １０. ７　新日本プロレス後藤選手入広瀬小学校訪問

　新潟県内を中心にまち歩きを行い、魅力を発見する「ブ

ラニイガタ」が魚沼に初上陸です。３日は目黒邸、絵本の

家ゆきぼうし等、翌日は大白川と、参加者は白地図を片手に

まち歩き。青空の下、金色の稲の中を歩き、普段見落とし

てしまいがちな魅力をたくさん見つけることができました。

まちの魅力が大豊作！
ー １０. ３～４　ブラニイガタ in 守門・大白川

　魚沼市消防団女性部７名が、新潟県代表として全国女

性消防操法大会に出場しました。普段は仕事に家事、子

育てと忙しい中、３日おきに集まり練習を積んできました。

目標とした順位には届きませんでしたが、きびきびとした

正確な放水の動きに、これまでの訓練の成果が表れました。

わたしたちが街の安全を守ります
ー １０. １５　第２２回全国女性消防操法大会出場

　震災復興を目的とし、毎年魚沼を訪れ好評の自衛隊メ

モリアルコンサート。今年で１１年目を迎えるこのコン

サートに、約１，１００名の観客が小出郷文化会館に集い

ました。秋の夜長、水戸黄門や日本レコード大賞受賞曲

など、馴染みの深い楽曲の美しい調べに耳を傾けました。

吹奏楽が奏でる美しいシンフォニー
ー １０. １０　陸上自衛隊メモリアルコンサート

うおぬまフォトスケッチ
 

渡辺 謙さん

新潟県民栄誉賞を受賞

　１０月２６日、魚沼市名誉市民の俳優・渡辺謙さ

んに、県民栄誉賞が贈呈されました。映画「ラスト

サムライ」の出演や米ブロードウェーのミュージカ

ル「王様と私」で主役を演じ、トニー賞の主演男優

賞にノミネートされるなど、幅広いジャンルでの国

際的な活躍が評価されての受賞。

　魚沼市の誇り渡辺謙さん。おめでとうございます。

魚沼市名誉市民

魚
沼
市
民
の
皆
さ
ま
へ

　
昨
年
、
魚
沼
市
か
ら
い
た
だ
い

た
魚
沼
市
名
誉
市
民
の
称
号
は
、

今
も
私
の
中
で
大
き
な
誇
り
で

す
。
普
段
か
ら
食
べ
て
い
る
魚
沼

産
の
お
米
は
、
確
実
に
私
の
体
の

一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の

ど
こ
に
居
て
も
、
魚
沼
産
・
渡
辺

謙
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
寒
い
冬
に
な
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
で
す
。

魚沼市単独インタビュー

　第７回目の開催となる里山まつりが響きの森公園で

開催されました。当日は晴天に恵まれたこともあり、

おにぎり・きのこ汁の無料配布には長蛇の列。木材加

工の体験エリアでは、木の温もりを肌で感じながら作

品づくりに夢中になっていました。

魚沼の　山を活かそう　人つなげ
ー １０. １０　うおぬま里山まつり

　

五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
宮
中
祭
祀
で
あ
る
新
嘗
祭
で
使
用
さ
れ
る

粟
の
本
県
献
穀
者
と
し
て
、
渡
辺
則
夫
氏
（
原
在
住
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
栽
培
か
ら
加
工
・
加
工
販
売
ま
で
を
行
う
複
合
経
営
の
モ
デ
ル

的
農
業
者
で
あ
る
こ
と
が
選
考
理
由
。
渡
辺
ご
夫
妻
と
市
長
が
献
納

式
に
参
列
し
、
天
皇
陛
下
に
直
接
献
納
し
て
来
ま
し
た
。

新穀の豊かな実りを宮中へ
ー １０. ２８　新

にいなめ

嘗祭献穀献納式
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く
　
ら
　
し

制
度
・
手
続
き

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◆◆
冬
期
を
迎
え
る
前
に
ガ
ス

水
道
局
か
ら
の
お
願
い

　
冬
期
間
は
水
道
管
の
凍
結
等
に

よ
る
漏
水
で
高
額
の
請
求
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
長
期
間
ガ
ス
・
水
道
を
使
わ
な

い
施
設
は
休
止
の
連
絡
を

　

ガ
ス
、水
道
の
利
用
が
な
く
て
も
、

毎
月
基
本
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

②
降
雪
前
に
漏
水
の
確
認
を　

　

降
雪
期
は
、
漏
水
が
発
見
し
づ
ら

く
な
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
で
定

期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
メ
ー
タ
ー
周
り
の
除
雪
を

　

メ
ー
タ
ー
周
辺
に
積
雪
が
あ
る

◆❶
魚
沼
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
計
画（
案
）

　

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し

た
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
計
画
で
す
。

期
１１
月

１０
日
㈫
～

１２
月
９
日
㈬

問
企
画
政
策
室（
大
沢
２
１
３
番
地
１
）

☎
７
９
２
・
１
４
２
５

℻
７
９
３
・
１
０
１
６

Ｍjohosys@city.uonum
a.niigata.jp

◆◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
１１
月

１５
日
㈰

１３
時
～

１５
時　

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

〇
取
り
扱
い
品
…
家
具
類
、
ベ
ビ

ー
用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用

品
（
壊
れ
て
い
る
物
の
受
け
入
れ

や
家
電
製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日

用
雑
貨
等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。）

他
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
は

１３
時
～

１５
時

※
買
取
り
の
な
か
っ
た
品
物
は
、

後
日
、お
引
取
り
い
た
だ
き
ま
す
。

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

◆◆
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請

　

平
成
２８
～
２９
年
度
に
市
が
行
う

「
建
設
工
事
」、「
小
規
模
建
設
工
事
」

及
び
平
成
２８
～

３０
年
度
に
行
う「
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
」、「
保

守
管
理
等
業
務
」、「
物
品
納
入
等
」

の
入
札
並
び
に
見
積
り
に
参
加
を

希
望
す
る
人
は
、
審
査
申
請
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
１２
月
１
日
㈫
～
平
成

２８
年
１
月

２９
日
㈮
（
消
印
有
効
）

他
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
ま
た

は
財
政
室
に
用
意
し
て
あ
る
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
Ａ
４

フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
紐
綴

に
し
て
１
部
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
可
）

申
財
政
室
☎
７
９
２
・
９
２
０
５

安
心
・
安
全

◆◆
平
成
２８
年
春
・
優
秀
運
転

者
表
彰
の
申
請
受
付

期
１１
月

１０
日
㈫
～

１２
月

１５
日
㈫

対
２０
年
、

３０
年
、

４０
年
、

５０
年
間

そ
れ
ぞ
れ
無
事
故
・
無
違
反
の
人

　

４０
年
は

３０
年
表
彰
、

５０
年
は

４０

年
表
彰
の
受
賞
歴
が
な
い
と
申
請

で
き
ま
せ
ん
。

※
運
転
経
歴
起
算
日
…
平
成

２８
年

４
月
６
日

持
申
請
書
、
免
許
証
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
人
）、
印
鑑

他
申
請
書
用
紙
は
、
市
交
通
安
全
協

会
、
ま
ち
づ
く
り
室
に
あ
り
ま
す
。

申
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・
５
２
７
５

ま
ち
づ
く
り
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
２

◆◆
防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝

達
訓
練
の
実
施

日
１１
月

２５
日
㈬

１１
時

内
市
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
時

交通安全家庭の日　　日１１月１０日　運転が最近危険かなと思われる人には、家族などが運転免許
証の自主返納を勧めることも大切です。大切な家族が交通事故を起こさないよう話し合ってみませんか。

〇
共
通
事
項

◦
閲
覧
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
担
当
部
署

（
室
）、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部

振
興
事
務
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◦
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
市
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に

勤
務
す
る
人

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
計
画
等
に
利
害
関
係
を
有
す
る

個
人
ま
た
は
法
人
そ
の
他
の
団
体

◦
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
用
紙
（
任
意
で
も
可
）

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見
を
記
入
し
、
担
当
部
署
（
室
）、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事

務
所
の
い
ず
れ
か
に
持
参
す
る

か
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
又

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
氏
名
、
住
所
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
又
は
計
画
案

に
関
す
る
意
見
以
外
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
に
よ
る
受

付
、及
び
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆❷
第
２
次
魚
沼
市
環
境
基
本

計
画
（
案
）　

期
１１
月

１７
日
㈫
～

１２
月

１６
日
㈬

問
環
境
対
策
室
（
小
出
島
１
３
０

番
地
１
）

☎
７
９
２
・
９
７
６
６

℻

７
９
２
・
９
５
０
０

Ｍkankyo@city.uonum
a.niigata.jp

◆❸
魚
沼
市
自
然
環
境
保
全
条

例
（
案
）

期
１１
月

１７
日
㈫
～

１２
月

１６
日
㈬

問
環
境
対
策
室
（
小
出
島
１
３
０

番
地
１
）

☎
７
９
２
・
９
７
６
６

◆◆
魚
沼
市
自
然
環
境
保
全
条

例
（
案
）
市
民
説
明
会

日
１１
月

３０
日
㈪

１９
時
～

２０
時

３０
分

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
条
例
に
関
す
る
説
明
及
び
質
疑

応
答
を
行
い
ま
す
。

他
申
込
み
は
不
要
で
す
。
会
場
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
環
境
対
策
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
６

な
ど
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
自
動
で
起
動
さ

せ
て
一
斉
放
送
で
き
る
よ
う
整
備

し
て
い
ま
す
。
こ
の
情
報
を
皆
様

へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
情
報
伝
達

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

他
全
国
一
斉
に
同
様
の
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

問
危
機
管
理
室

☎
７
９
２
・
９
２
１
４

職
員
等
の
募
集

◆◆
総
務
課
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
）
非
常
勤
職
員

・
募
集
定
員
…
１
人

・
募
集
資
格
…
パ
ソ
コ
ン
操
作

・
採
用
期
間
…
平
成

２８
年
１
月
１

日
～
３
月
３１
日

・
勤
務
内
容
…
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

運
営
に
関
す
る
業
務
（
事
務
補
助

及
び
取
材
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
等
）

・
勤
務
地
…
魚
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
（
堀
之
内
庁
舎
）

・
賃
金
…
月
額
１
２
３
、８
０
０
円

・
勤
務
時
間
…
９
時

３０
分
～
１７
時
１５
分

・
休
日
…
土
、日
、祝
祭
日
（
原
則
）

・
試
験
日
…

１２
月
８
日
㈫

・
試
験
方
法
…
書
類
選
考
・
面
接

・
応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書
に

市
販
の
履
歴
書
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

他
申
込
書
は
秘
書
広
報
室
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆
１１
月

３０
日
㈪

申
問
秘
書
広
報
室

☎
７
９
２
・
１
４
９
４

◆◆
健
康
課
非
常
勤
職
員

・
募
集
定
員
…
１
人　

・
採
用
期
間
…
平
成

２８
年
１
月
１

日
～
３
月
３１
日

・
職
種
…
医
療
事
務　

・
職
務
内
容
…
レ
セ
プ
ト
点
検

・
勤
務
地
…
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎

・
賃
金
…
月
額
１
４
２
、５
０
０
円

・
勤
務
時
間
…
８
時

３０
分
～

１６
時

１５
分
（
休
憩
１
時
間
）

・
休
日
…
土
、日
、祝
祭
日
（
原
則
）

・
選
考
方
法
…
書
類
選
考
、
面
接

・
必
要
書
類
…
申
込
書
、
履
歴
書

（
市
販
）、
医
療
事
務
合
格
証
等

（
写
）

他
申
込
書
は
健
康
増
進
室
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
郵
送
可
）　

〆
１１
月

３０
日
㈪
必
着　

申
問
健
康
増
進
室

☎
７
９
３
・
７
９
７
１

◆◆
保
育
士
（
非
常
勤
職
員
・

産
休
代
替
非
常
勤
職
員
）

◎
市
立
保
育
園（
非
常
勤
保
育
士
）

・
募
集
定
員
…
若
干
人

・
勤
務
地
…
市
内
の
保
育
園

・
任
用
期
間
…
平
成

２８
年
４
月
１

日
～
平
成

２９
年
３
月
３１
日

◎
ふ
た
ば
西
保
育
園
（
産
休
代
替

非
常
勤
保
育
士
）

・
募
集
定
員
…
２
人
（
更
新
有
）

・
任
用
期
間
…
①
平
成

２８
年
１
月

１
日
～
３
月
３１
日
、
②
平
成

２８
年

２
月
１
日
～
３
月
３１
日

◎
共
通
事
項

・
応
募
資
格
…
任
用
開
始
日
現
在
、

年
齢
が
６５
歳
未
満
で
保
育
士
資
格
を

有
す
る
人(

取
得
見
込
者
可)

・
勤
務
時
間
…
日
６
時
間

４５
分（
週

３３
時
間

４５
分
）

・
賃
金
…
月
額
１
４
０
、０
０
０
円
程
度

・
休
日
…
土
、
日
、
祝
祭
日
（
原
則
）

・
社
会
保
険
等
…
社
会
保
険
・
雇

用
保
険
加
入

・
一
次
試
験
…
書
類
審
査

・
二
次
試
験
…
面
接
選
考

※
１２
月
に
実
施
予
定
で
、
詳
細
は

応
募
者
へ
別
途
連
絡
し
ま
す
。

・
申
込
方
法
…
所
定
の
申
込
書
に

市
販
の
履
歴
書
等
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

他
申
込
書
は
子
ど
も
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

〆
１１
月

２５
日
㈬　

申
問
子
ど
も
課

☎
７
９
４
・
６
０
２
７

９月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H27 H26 増減
◦単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
※昨年比で燃やせるご
み が 約 50 ト ン 減 り ま
した。「混ぜればゴミ、
分 け れ ば 資 源 」 で す。
ごみの分別にご協力を
お願いします。

可燃ごみ 1,042 1,030 12
不燃ごみ 56 61 -5
大型ごみ 67 65 2
容器包装 16 17 -1

古紙類 95 91 4
合　計 1,276 1,264 12

と
開
閉
栓
作
業
が
で
き
ま
せ
ん
。

他
広
神
の
一
部
・
守
門
・
入
広
瀬

地
域
は
１
月
～
３
月
の
間
、
検
針

は
行
わ
ず
に
推
定
料
金
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
間
は
検
針
を
行

い
ま
す
。

問
業
務
課
☎
７
９
２
・
１
１
１
８

　

策
定
を
進
め
て
い
る
各
種
計

画
・
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
、
広

く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

℻
７
９
２
・
９
５
０
０

Ｍkankyo@city.uonum
a.niigata.jp
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健
康
・
福
祉

◆◆
障
害
者
控
除
認
定
書
に
つ

い
て

内
該
当
す
る
人
に
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
を
１
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。
確
定
申
告
で
障
害

者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
こ
の
認

定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

他
年
末
調
整
等
で
必
要
な
人
は
、

別
途
ご
申
請
い
た
だ
き
、
後
日
送

付
い
た
し
ま
す
。

対
６５
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
の
う
ち
一
定
の
基
準

以
上
と
市
が
認
定
し
た
人

問
介
護
福
祉
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
５

◆◆
献
血
（
全
血
）

日
１１
月

２６
日
㈭

◎
献
血
会
場

①
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎

１０
時
～
１２
時

②
堀
之
内
公
民
館
１４
時
１５
分
～
１６
時

内
献
血
種
別　

全
血
（
４
０
０
ｍ
ｌ

２
０
０
ｍ
ｌ
）

持
献
血
カ
ー
ド

申
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

生
涯
学
習
・
公
民
館

◆◆
く
つ
ろ
ぎ
秋
の
上
映
会

　

秋
の
夜
長
佐
渡
ヶ
島
で
撮
影
さ

れ
た
実
話
「
飛
べ
！
ダ
コ
タ
」
を
大

き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
ま
せ
ん
か
。

日
１１
月
２１
日
㈯

１９
時
か
ら

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
「
飛
べ
！
ダ
コ
タ
」

対
ど
な
た
で
も
（
大
人
向
け
）

￥
無
料
申
不
要

問
広
神
図
書
館
☎
７
９
９
・
３
２
２
７

問
申
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

◆❶
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵
本
を

１１
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
話

し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ
ゼ
ン

ト
）
１
組

１０
分
程
度
で
す
。

対
平
成

２６
年

１１
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

18
日
㈬

１３
時
～

１４
時

３０
分

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

ぱ
ぴ
ぷ

28
日
㈯

１０
時
～

１２
時

広
神
図
書
館

和
室

◆❷
０
～
３
才
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し

日
１１
月

２７
日
㈮

１０
時

３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち
と
一
緒
に

絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

絵
本
「
ほ
か
ほ
か
お
ふ
ろ
」「
は

ね
ち
ゃ
ん
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
な
ど

対
０
才
か
ら
入
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

◆❸
大
人
の
筆
ペ
ン
字
講
座

◎
美
し
い
文
字
が
書
け
る
コ
ツ

日
１１
月
１９
日
㈭
１９
時
１５
分
～

２０
時
１５
分

場
小
出
郷
図
書
館

内
文
字
を
書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

や
は
が
き
の
表
書
き
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
、
慶
弔
時
に
使
う
熨の

し斗
袋

な
ど
の
書
き
方
を
学
び
ま
す
。

講
山
田
猛
夫
さ
ん
（
板
木
）

対
一
般

定
先
着

１５
人
￥
無
料

持
メ
モ
用
の
筆
記
用
具
、
普
段
使

っ
て
い
る
筆
ペ
ン
な
ど

〆
定
員
に
な
り
次
第
締
切　

◆◆
作
っ
て
楽
し
い
米
粉
ク
ッ

キ
ン
グ
！　
　
　

日
１２
月
３
日
㈭

１０
時
～

１３
時

３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館　

内
米
粉
の
お
好
み
焼
き
と
ひ
か
り

の
こ
ろ
も
（
米
ぬ
か
）
を
使
っ
た

あ
え
物
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

講
高
橋
美
穂
さ
ん
対
ど
な
た
で
も

定
先
着

１５
人
￥
７
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

〆
１１
月

２７
日
㈮

申
小
出
北
部
公
民
館　
　

☎
７
９
２
・
５
３
３
６（
平
日
９
時
～
１６
時
）

◆❶
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

日
１１
月

２７
日
㈮

１９
時

３０
分
～
２１
時

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
集
合

内
初
心
者
向
け
。
基
本
室
内
。
正

し
い
歩
き
方
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し

ょ
う
。
食
生
活
改
善
推
進
員
の
塩

分
の
味
覚
チ
ェ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。

講
星
俊
寛
さ
ん
（
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
魚
沼
・
健
康
運
動

指
導
士
・
、
食
生
活
改
善
推
進
員
）

対
ど
な
た
で
も

定
３０
人
程
度

￥
５
０
０
円

〆
１１
月

２４
日
㈫

持
歩
け
る
服
装
、靴（
内
履
き
も
）、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
雨
具

食育の日　日１１月１９日　毎月１９日は「食育の日」です。風邪予防には野菜や果物に多く含ま
れるビタミン、ミネラルを十分にとるとよいです。毎食、野菜料理を欠かさずに食べましょう。

禁煙の日　日１１月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワ
ンスワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

◆❷
小･

中
学
生
書
道
講
習
会

日
１２
月
１２
日
㈯
、
２６
日
㈯
９
時
～
１１
時

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館　

内
書
初
め
書
道
講
習
会

講
小
林
和
彦
さ
ん
（
十
日
町
）

対
小･

中
学
生
定

３０
人

￥
２
０
０
円
（
２
回
分
）

持
書
道
用
具
・
書
初
め
用
紙
・
新
聞
紙

〆
１１
月

３０
日
㈪

◆◆
書
き
付
け
教
室

　

葉
書
、
の
し
紙
、
金
封
な
ど
の

筆
ペ
ン
を
使
っ
た
書
き
付
け
の
コ

ツ
を
学
び
ま
す
。

日
１２
月
１
日
㈫

１９
時

３０
分
～
２１
時

場
守
門
公
民
館
（
守
門
庁
舎
内
）

講
目
黒
ミ
チ
イ
さ
ん

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

持
筆
ペ
ン
、
あ
れ
ば
習
字
用
下
敷
き

〆
１１
月

３０
日
㈪

申
守
門
公
民
館

☎
７
９
７
・
２
２
６
１

11 月 16 日～３１日 行事カレンダー
16 月

17 火

18 水
ブックスタート (13:00/ 子育て支援センターぱぴぷ）
女性のための人権相談 (10:00/小出ボランティアセンター）

19 木
プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）
大人の筆ペン字講座（19:15/ 小出郷図書館）

20 金
魚沼映画の専門店 VOL.127「マジック・ツリーハウス」

（① 19:00/ 小出郷文化会館）

21 土
魚沼映画の専門店 VOL.127「マジック・ツリーハウス」

（① 10:00 ② 14:00 ③ 19:00/ 小出郷文化会館）
くつろぎ秋の上映会（19:00/ 広神コミュニティセンター）

22 日
魚沼映画の専門店 VOL.127「マジック・ツリーハウス」

（① 10:00 ② 14:00/ 小出郷文化会館）
第 41 回音楽の夕べ（13:00/ 小出郷文化会館）

23 月 市民人権講演会（13:30/ 小出郷文化会館）

24 火

25 水

26 木
献血（10:00/ 湯之谷庁舎、14:15/ 堀之内公民館）
年金相談日（10:00～15:00/小出ボランティアセンター）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

27 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）

28 土
ブックスタート (10:00/ 広神図書館）
借金返済無料相談・要予約 (10:00/ 小出ボランティアセンター）

29 日

30 月

◆◆
第
４１
回
音
楽
の
夕
べ

日
１１
月

２２
日
㈰

１３
時
～

（
開
場

１２
時

３０
分
）

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
地
域
の
音
楽
愛
好
家
に
よ
る
コ

ー
ラ
ス
・
ピ
ア
ノ
独
奏
な
ど

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

問
魚
沼
市
音
楽
協
会

☎
７
９
２
・
８
８
１
１

催
　
　
　
し

申
問
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

☎
７
９
２
・
０
０
８
２

（
平
日
９
時
～

１６
時（
祝
日
休
館
））

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成 27 年８月 17 日㈭

13:00
～

13:15

子育て支援セ
ンターぱぴぷ

1 歳６か月児 平成 26 年５月 ２日㈬
湯之谷

保健
センター

２歳児 平成 25 年 12 月 ９日㈬

３歳児 平成 24 年 12 月 16 日㈬

持・母子健康手帳　・問診票
他・日程変更のご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。

子育て支援センターぱぴぷ会場
名　称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 18 日㈮ 10:45～ 11:00 対１２月生まれ

土曜開放 毎週土曜 9:00 ～11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席）

14 日㈪ 10:00 ～　
11:30

離乳食や食事の相
談ができます。21 日㈪

・午後から閉館する場合があります。
・詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内なかよし保育園会場
名　称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 22 日㈫ 10:45～11:00 対１２月生まれ

身長・体重計測 22 日㈫   9:00 ～ 12:00

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  
会　場 日時 内容

守門健康センター ４日㈮ 10:00 ～ 11:00
楽器で遊ぼう

入広瀬保健センター 11 日㈮ 10:00 ～ 11:00

子育て支援センター12月 問健康増進室
☎ 792・9763

12月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ１

H27 年９月生の
乳児の養育者

１日
㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

H27 年５月生の
乳児の養育者

８日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H27 年２月生の
乳児の養育者

21 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、
歯磨きなど）

平成 26 年 12 月生 15 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。乳幼児健診等のご案内、
市ホームページにも掲載しています。

問子育て支援センター
☎ 792・6356

親子ふれあい広場
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◆◆
自
衛
官
募
集

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

・
応
募
資
格
…
１５
歳
～
１７
歳
未
満
の

男
子
（
平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在
）

〆
平
成

２８
年
１
月
８
日
ま
で

②
自
衛
官
候
補
生

・
応
募
資
格
…
１８
歳
～
２７
歳
未
満

の
男
子（
平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在
）

〆
１１
月
１４
日
～
平
成
２８
年
２
月
１
日

他
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
潟

地
本
」
で
検
索　

申
問
新
潟
地
方
協
力
本
部
長
岡
出
張
所

☎
０
２
５
８
・
３
３
・
０
２
５
６

◆◆
講
演
会
「
認
知
症
の
初
期

症
状
と
対
策
を
学
ぶ
」

日
１１
月

２８
日
㈯

１３
時

３０
分
～

１５
時

場
ふ
れ
あ
い
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南

魚
沼
市
坂
戸
銭
淵
公
園
と
な
り
）

演
認
知
症
の
初
期
症
状
と
対
策
を
学
ぶ

講
本
田
建
一
先
生
（
ほ
ん
だ
病
院

理
事
長
）　　

対
ど
な
た
で
も

問
湯
沢
町
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
・
７
８
０
・
６
５
４
３

◆◆「
元
気
い
き
い
き
健
康
企

業
」
登
録
事
業
の
実
施

期
通
年
で
登
録
申
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

対
従
業
員
等
の
健
康
づ
く
り
に
意

欲
を
有
し
、
か
つ
新
潟
県
内
に
所
在

す
る
企
業
・
法
人
・
団
体
の
事
業
所

◎
登
録
方
法

　

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

取
り
組
み
を
除
く
６
分
野
か
ら
選
択

し
、「
取
組
計
画
」
を
登
録
申
込
書

に
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
喫
煙･

飲
酒

②
健
（
検
）
診

③
栄
養･

食
生
活

④
身
体
活
動･

運
動

⑤
歯･

口
腔
の
健
康

⑥
こ
こ
ろ
の
健
康

他
知
事
名
で
登
録
証
を
交
付
し
ま

す
。
優
秀
な
取
り
組
み
は
県
表
彰
と

新
潟
県
の
広
報
で
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

☎
７
９
２
・
８
６
１
２

Ｈhttp://w
w

w
.kenko-niigata.

com
/21/

◆◆
ギ
ャ
マ
ノ
ン
「
家
族
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
」

　

あ
な
た
の
周
り
の
人
に
ギ
ャ
ン

ブ
ル
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
①
毎
週
土
曜
日
１８
時

３０
分
～

２０
時

②
第
２
・
第
４
木
曜
日

１５
時
～

１６

時
３０
分

場
阪
之
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
長
岡
市
今
朝
白
１
丁
目

１０
番
２７
）

内
医
師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
は
同

席
せ
ず
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
問
題
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
た
家
族
や
友
人
と

い
う
同
じ
立
場
の
人
達
が
匿
名
（
ア

ノ
ニ
マ
ス
ネ
ー
ム
）
で
集
ま
り
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。　

◆◆「
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
」
の
摂

取
は
禁
止
！

　

県
内
で
は
「
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
」

の
摂
取
で
急
性
脳
症
の
患
者
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

未
だ
原
因
究
明
に
至
っ
て
い
な

い
も
の
の
、
農
林
水
産
省
の
委
託

研
究
に
お
い
て
、
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

の
成
分
が
急
性
脳
症
の
原
因
と
な

る
可
能
性
を
示
唆
す
る
研
究
成
果

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
性
脳
症
と
の
因
果
関
係
が
否

定
で
き
な
い
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
は
絶

対
に
食
べ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

☎
７
９
２
・
８
６
１
９

◆◆（
福
）
魚
沼
地
域
福
祉
会
・

正
職
員
募
集

・
募
集
定
員
…
若
干
名

・
職
種
…
生
活
支
援
員

・
応
募
資
格
…
短
大
・
専
門
学
校

卒
（
見
込
み
）
以
上
で
普
通
自
動

車
運
転
免
許
所
有
者

・
勤
務
場
所
…
や
い
ろ
の
里
・
な

な
い
ろ（
岡
新
田
３
０
０
番
地
３
）

・
選
考
方
法
…

①
一
次
試
験
…
教
養
試
験
（
一
般

教
養
・
作
文
）

②
二
次
試
験
…
面
接

・
試
験
日
…

１２
月
６
日
㈰

・
採
用
予
定
日
…
平
成
２８
年
４
月
１
日

・
応
募
方
法
…

１１
月

２４
日
㈫
ま
で

に
履
歴
書
（
自
書
・
写
真
添
付
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
面
接
合
格
者
に
は
健
康
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
や
い
ろ
の
里
総
務
課

☎
７
９
２
・
６
１
２
３

◆◆
一
日
出
張
資
金
相
談
会　

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る

資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
１１
月

２６
日
㈭

１３
時
～

１６
時

場
小
出
商
工
会
館

内
公
庫
担
当
者
が
出
張
し
、
融
資

等
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

他
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。

申
小
出
商
工
会

☎
７
９
２
・
２
１
２
４

◆◆
無
料
法
律
相
談
会

　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

商
工
業
者
を
対
象
と
し
た
弁
護
士

に
よ
る
個
別
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
１２
月
４
日
㈮

１０
時
～

１２
時

場
小
出
商
工
会
館

内
相
談
は
１
件

３０
分
程
度
で
す
。

他
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。

申
小
出
商
工
会

☎
７
９
２
・
２
１
２
４

◆◆「
若
者
応
援
宣
言
企
業
」
制
度

　

一
定
の
労
務
管
理
の
体
制
が
整

備
さ
れ
て
、
若
者
（

３５
歳
未
満
）

の
た
め
の
求
人
を
提
出
し
、
若
者

の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
あ
り
、

通
常
の
求
人
情
報
よ
り
も
詳
細
な

企
業
情
報
・
採
用
情
報
を
積
極
的

に
公
表
す
る
中
小
企
業
を
「
若
者

応
援
企
業
」と
し
て
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
等
を
行
う
制

度
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
出

☎
０
２
５
・
７
９
２
・
８
６
０
９

◆◆
ひ
と
り
親
家
庭
く
ら
し
・

子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

日
１１
月

２２
日
㈰

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
就
業
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
個
別
面

談
あ
り
）、親
子
で
楽
し
む
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
、
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

（
交
流
会
）

対
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

人
、
こ
れ
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
人

￥
無
料

〆
１１
月

１９
日
㈭

申
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

支
援
係
（
主
催
…
新
潟
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
）

☎
７
９
４
・
４
３
０
０

◆◆
く
ら
し
の
相
談

　

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

日
１１
月

１６
日
㈪
～

２０
日
㈮
８
時

３０

分
～

１９
時
、

１１
月
２１
日
㈯
、

２２
日

㈰
１０
時
～

１７
時

内
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫

婦
間
の
問
題
な
ど
広
く
女
性
の
人

◆◆
ご
ぜ
唄
と
琴
の
弾
き
語
り

　

琴
で
の
唄
や
語
り
と
と
も
に
、

昔
な
つ
か
し
い
越
後
の「
ご
ぜ
唄
」

を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

日
１１
月
２１
日
㈯

１５
時
～

１６
時

場
折
立
温
泉
「
長
者
」

演
横
川
恵
子
さ
ん（
南
魚
沼
市
坂
戸
）

対
ど
な
た
で
も

￥
１
、０
０
０
円
（
紅
茶
・
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
付
）

定
５０
人

問
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
研
究
会
・
塩
川　

☎
０
９
０
・
４
９
３
８
・
７
７
６
９

◆◆
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙

に
ご
協
力
を
！

　

平
成

２７
年
８
月
末
現
在
、
全
国

の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
人
は
、
約
７
２
０
人
に
上
っ
て

い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、

１１

月
中
に
全
国
検
察
の
総
力
を
挙
げ

て
追
跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、

こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見

に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
小
出
警
察
署

☎
７
９
３
・
０
１
１
０
ま
た
は

１
１
０
番

権
に
関
す
る
こ
と

相
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

（
全
国
共
通
）

他
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
新
潟
地
方
法
務
局
南
魚
沼
支
局　

☎
０
２
５
・
７
７
２
・
３
７
４
２

◆◆
新
潟
ふ
る
さ
と
村
・
越
後

湯
沢
全
国
童
画
展
２０
周
年

記
念
展

　

童
画
家
で
あ
る
川
上
四
郎
さ
ん

の
偉
業
と
功
績
を
伝
え
る
た
め
、

湯
沢
町
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
童

画
展
。

　

今
年
で

２０
周
年
を
迎
え
、
そ
れ

を
記
念
し
「

２０
周
年
記
念
展
」
を

新
潟
ふ
る
さ
と
村
で
開
催
し
ま
す
。

期
１１
月

１７
日
㈫
～

１２
月
６
日
㈰

９
時
～

１７
時

場
新
潟
ふ
る
さ
と
村
ア
ピ
ー
ル
館

内
過
去

１９
回
の
大
賞
・
最
優
秀
賞

作
品

３８
点
、
川
上
四
郎
作
品
約
５

点
、
ビ
デ
オ
上
映
、
湯
沢
町
観
光

Ｐ
Ｒ
展
示

問
新
潟
ふ
る
さ
と
村
・
増
田

☎
０
２
５
・
２
３
０
・
３
０
３
０

対
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
問
題
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
た
家
族
や
友
人

他
問
い
合
わ
せ
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

※
ギ
ャ
マ
ノ
ン
と
は

ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
問
題

に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
た
家
族
や
友
人
達

の
集
ま
り
で
す
。

Ｈhttp://w
w

w
.gam

-anon.jp/

１１月１０日号から市の主催・共催事業などの
問い合わせ先が市の事業（記事）を紙面前半に
掲載し、それ以外の記事（国・県・その他団体
など）は、紙面後半に「ミニ情報」として掲載
ます。（※掲載基準等に変わりはありません。）

お知らせ版紙面構成の一部変更
・市以外の記事は「ミニ情報」に掲載します

◆◆
ハ
ン
カ
チ
の
ザ
ク
ロ
染
め
体
験

　

ザ
ク
ロ
の
実
の
皮
か
ら
取
っ
た
染

料
で
、
輪
ゴ
ム
や
糸
を
使
っ
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
柄
を
絞
り
染
め
し
ま
す
。

日
１１
月

２９
日
㈰
９
時

３０
分
か
ら

講
星
名
康
弘
さ
ん
（
染
め
作
家
）

場
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
西
蒲
区
越
前
浜
）

￥
１
、６
７
０
円
（
昼
食
・
保
険
・

材
料
費
込
み
）

定
先
着

３０
人
（
小
学
生
以
上
）

持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
（
エ
プ
ロ

ン
も
可
）、
内
履
き

申
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
研
修
課
）

☎
０
２
５
６
・
７
７
・
２
１
１
１



きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

米山直子 さん

　

華
や
か
で
あ
り
、
厳
し
く
も
あ

る
美
の
世
界
。
こ
の
世
界
に
身
を
置

く
魚
沼
市
出
身
の
女
性
が
い
ま
す
。

米
山
直
子
さ
ん
22
歳
。
９
月

２７
日

に
行
わ
れ
た
２
０
１
６
ミ
ス
・
ユ
ニ

バ
ー
ス
新
潟
県
大
会
で
、
応
募
総

数
３４
名
の
中
か
ら
見
事
グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
き
ま
し
た
。「
名
前
が
呼
ば

れ
た
瞬
間
、
頭
が
真
っ
白
に
な
り
ま

し
た
。」
と
話
す
米
山
さ
ん
は
、
４

人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
「
小
さ
な
頃
は
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

道
を
走
っ
て
学
校
へ
通
う
よ
う
な
元

気
な
子
。
小
中
学
校
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
続
け
、
冬
は
近
く
の
薬
師
ス

キ
ー
場
ま
で
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ボ
を

担
い
で
滑
り
に
行
き
ま
し
た
。」
活

発
な
直
子
さ
ん
は
、
豊
か
な
魚
沼
の

自
然
に
囲
ま
れ
成
長
し
ま
す
。
そ

し
て
、大
学
へ
進
学
。
都
会
で
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
謳お
う
か歌
す
る
一
方
で
、

心
の
片
隅
に
は
い
つ
も
故
郷
が
あ
り

ま
し
た
。「
美
し
い
四
季
や
日
本
一
お

い
し
い
お
米
。
大
学
生
活
で
こ
の
地

を
離
れ
、
改
め
て
雪
国
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

  　

市

長
室
だ

よ
り魚

沼
市
長　

大
平　

悦
子

貴
重
な
農
地
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

的
に
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
土
地
改
良
の
役
割

は
農
地
や
土
地
改
良
施
設
管
理
、

機
能
維
持
、
農
地
へ
の
用
水
配
水

や
処
理
、
水
や
農
地
に
関
す
る
権

利
関
係
の
調
整
等
で
し
た
が
、
近

年
は
担
い
手
確
保
対
策
へ
の
関

与
、地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
な
ど
、

地
域
に
評
価
さ
れ
る
組
織
へ
の
再

編
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
変
革
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
守
っ
て
き
た
農
地
は
、

か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
財
産
で

す
。
大
切
な
農
村
資
源
を
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も
実
態

に
即
し
た
基
盤
整
備
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

　

魚
沼
市
土
地
改
良
区
が
合
併
し

て
今
年
で

１０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

入
広
瀬
村
、
守
門
、
堀
之
内
町
、

小
出
郷
（
広
神
村
、
湯
之
谷
村
、

小
出
町
）
の
４
土
地
改
良
区
が
新

設
合
併
し
、
設
立
さ
れ
た
の
が
平

成
１７
年
８
月
１
日
で
し
た
。
地
区

面
積
は
２
、３
９
０

ｈａ
、
県
内
の

９０
土
地
改
良
区
中

２０
番
目
の
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
県
営
ほ
場
整
備
を
は
じ

め
、
多
く
の
土
地
改
良
事
業
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
農

業
水
利
施
設
の
更
新
時
期
と
重
な

り
、
そ
の
責
務
は
更
に
重
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
土

地
改
良
事
業
予
算
は
低
水
準
で
推

移
し
て
お
り
、
土
地
改
良
を
と
り

ま
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
農
業
経
営
を
支

え
る
た
め
に
、
事
業
推
進
を
積
極
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１１
月

２５

日
㈬
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１１月２５日（水）です。

ＱＡ

魚
沼
市
の
平
成

２６
年
度
決
算
に
お
い
て
、
自
治

体
の
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す
「
実
質
公
債

費
比
率
」
は
前
年
度
よ
り
何
ポ
イ
ン
ト
減
り
ま

し
た
か
？

①
０．８
ポ
イ
ン
ト

②
３．８
ポ
イ
ン
ト

③
５．５
ポ
イ
ン
ト

　

渡
辺
謙
さ
ん
の
県
民
栄
誉
賞

贈
呈
式
の
取
材
で
、
新
潟
県
庁
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
囲
み
取
材
で

「
私
の
体
は
魚
沼
産
の
お
米
で
出

来
て
い
る
ん
で
す
よ
。」
と
笑
う
謙

さ
ん
の
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
故
郷
の
里
山
や
食
、
温
か

い
人
た
ち
。
報
道
陣
の
質
問
に
答

え
る
謙
さ
ん
の
言
葉
の
中
に
は
、

魚
沼
を
想
う
フ
レ
ー
ズ
が
随
所
に

出
て
き
て
、
書
き
き
れ
な
い
郷
土

愛
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。（
Ｍ
）

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

前
回
の
正
解
は
、「
②
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
で
し
た
。

当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

関　
　

律
子
さ
ん

　

星　

喜
志
栄
さ
ん

　

志
田
梨
花
子
さ
ん

　

村
山　

サ
ツ
さ
ん

　

池
田　
　

誠
さ
ん

五十嵐フヂノ　今泉　　　　　８６歳
小幡　勝重　今泉　　　　　７２歳
小幡　一郎　長松　　　　　６６歳
貝瀬　三郎　山田下　　　　８１歳
池田ハルノ　池平　　　　　９２歳
櫻井　ンメ　須川　　　　１０２歳
佐藤ヨシイ　西名　　　　　８６歳

小島　タダ　うかじ園　　　８４歳
井上カ子井　小出稲荷町二　９７歳
佐藤　　圭　大塚町　　　　９５歳
中丸　三郎　浦町三　　　　９１歳
佐藤カズ子　浦町七　　　　６３歳
五十嵐　純　四日町　　　　９２歳
岡部　孫一　青島下　　　　８１歳
大平　由雄　干溝　　　　　８６歳
武藤　ミチ　虫野　　　　　９４歳
小島　重利　岡新田　　　　８８歳
小椋　ノブ　井口　　　　１０１歳
櫻井ヒサ子　七日市　　　　８７歳
関　ヨシヱ　葎沢　　　　　９２歳
佐藤　ヤイ　宇津野　　　　８８歳
櫻井　　寛　上折立　　　　８８歳
椛澤　靖子　親柄　　　　　８２歳
馬場　由雄　小平尾　　　　８９歳
山本　達夫　小平尾　　　　９７歳
佐野二三枝　滝之又　　　　９０歳
高橋　松男　並柳　　　　　８５歳
今井　敏一　水沢　　　　　７４歳
雪野　　忍　今泉　　　　　８５歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

富樫　美
み つ き

月　亮・美恵　堀之内稲荷町
大久保誠

ま さ と

音　彰彦・菜波　堀之内稲荷町
吉田　菜

な お

緒　鷹男・麻衣子　住吉町
星野　碧

あ お し

志　恵一・留実子　　徳田
西山　俊

しゅんた

汰　高俊・和恵　小出稲荷町二
和田　結

ゆ い と

和　大和・かすみ　小出東町１
髙橋　詩

う た は

波　正明・優美　　青島上
榎本　大

だ い き

輝　健太・希望　　沢田四
星　　結

ゆ う と

仁　貴志・えりか　みどりケ丘
野村　梨

り ん か

香　由貴・実里　　上ノ原
野村　桃

も も か

香　由貴・実里　　上ノ原
横山　夏

な つ き

樹　潤弥・美希　　　井口
米山　龍

りゅうと

翔　朋之・絵美　　七日市
佐藤琉

る き や

輝也    雅也・春菜　　　大下
桑原　丈

た け る

瑠　正志・雅子　　　田尻
星　　　響

ひびき

　匠・麻依　市営広神住宅

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（９月２１日～１０月２０日届出分）ひとのうごき
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｈ２７．１０．１）

人口 うち外国人 増減
男 18,732   30  -30
女 19,574 129 -43
計 38,306 159 -73

世帯数 13,383   -4

　

市
内
で
一
度
は
見
た
い
絶
景
の

一
つ
に
銀
山
平
の
雲
海
・
滝
雲
が

あ
り
ま
す
。

　

夜
明
け
と
共
に
眼
下
に
広
が
る

雲
海
が
、
尾
根
の
稜
線
を
超
え
滝

の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
そ
の
姿
に

感
動
も
ひ
と
し
お
。
こ
の
時
期
は

見
ら
れ
る
確
率
も
上
が
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
写
真
家
が
そ
の
絶
景

を
求
め
て
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

少
し
だ
け
早
起
き
を
し
て
大
自

然
の
神
秘
を
見
に
い
き
ま
せ
ん
か
。

と
話
す
米
山
さ
ん
。
卒
業
が
近
づ

く
に
つ
れ
強
く
な
る
感
情
は
、「
ミ

ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
に
な
り
新
潟
の
魅

力
を
全
国
や
世
界
に
伝
え
て
い
き
た

い
。」
と
い
う
決
意
へ
と
変
わ
り
ま

す
。

　
「
外
見
は
内
面
の
結
果
が
出
ま

す
。
規
則
正
し
い
食
事
と
運
動
を

続
け
る
こ
と
が
大
切
。」
と
語
る
美

の
秘
訣
。そ
れ
を
根
気
よ
く
継
続
し
、

つ
か
ん
だ
日
本
大
会
へ
の
切
符
で
し

た
。
審
査
項
目
の
中
で
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
笑
顔
が
得
意
と
話
す
米

山
さ
ん
で
す
が
、
実
は
ス
ピ
ー
チ

に
き
ら
り
と
光
る
も
の
が
あ
る
そ

う
で
す
。「
色
々
な
も
の
を
的
確
か

つ
流
暢
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
、
米
山
の
ス

ピ
ー
チ
は
す
ば
ら
し
い
。」
と
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　

平
成

２８
年
３
月
に
は
、
世
界
へ
と

通
じ
る
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
自
分
ら
し

さ
を
出
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
た
い
。
大
会
で

は
、
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
姿
を

皆
さ
ん
に
見
せ
た
い
。」
と
宝
石
の

よ
う
に
輝
く
瞳
で
、
意
気
込
み
を
話

し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
世
界
に
羽
ば

た
く
魚
沼
美
人
、
米
山
さ
ん
を
応

援
し
ま
し
ょ
う
。



こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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全
国
の
学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
て
い
る
、

郷
土
を
代
表
す
る
料
理
を
競
う
全
国
学
校

給
食
甲
子
園
。
こ
の
大
会
で
、
入
広
瀬
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
献
立
が
甲
信
越
・
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
な
り
、
東
日
本
予
選

の
４
次
予
選
ま
で
進
み
ま
し
た
。
惜
し
く

も
全
国
大
会
へ
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
食
育
を
啓
発
し
、
地
産
地
消
を
推

奨
し
た
献
立
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

第
１０
回
全
国
給
食
甲
子
園
＠

甲
信
越
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

「今後も食を通じ、魚沼の良
さを子どもたちへ伝えたい。」
と話す栄養教諭と調理員。

受賞した献立には、児童が
皮むきした地元のネマガリ
タケが入っています。

児童絵画 №

130

「楽しい おたんじょう日」
２年  わだ　あいり   さん

no.130ミニミニクッキング！
Good!

れんこんとごぼうのミルクきんぴら（副菜）

①れんこんは薄いいちょう切りに、ごぼうとにんじん
はささがきにする。豚肉は細切りにする。
②①のれんこんとごぼうは水にさらす。
③フライパンに油を熱して豚肉を炒め、色が変わった
ら水気を切ったれんこん、ごぼうを加える。
④少し炒めたらにんじんを加え、牛乳、めんつゆを加
えて、汁気がなくなるまで炒める。
⑤お好みで七味唐辛子をふる。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　151kcal　　たんぱく質　7.5 ｇ
脂質　7.0 ｇ　　炭水化物　14.6 ｇ　　塩分　0.6 ｇ

〈牛乳で減塩〉　
牛乳をだしの代わりに使うと、調味料を控えられ減塩になります。
牛乳に含まれる乳糖や乳脂肪は、だしのうま味に似たような作用を
し、料理にうま味、コクが加わります。

材料（４人分）

豚もも肉（薄切り）８０ｇ
れんこん　　　　１２０ｇ
ごぼう　　　　　１２０ｇ
にんじん　　　　　５０ｇ

サラダ油　　　小さじ１
牛乳　　　　３００ｍｌ
めんつゆ（３倍濃縮）　大さじ１
七味唐辛子　　　　少々

「じぶん すいすいおよげ」
２年  さかもと　こころ   さん

今月は広神東小学校の児童の作品です

かき玉汁木の芽たけのこごはん

チキンみそカツ

昆布漬


